
■開室時間　午前９時～午後５時（第２・第４水曜日のみ午後７時まで延長・閲覧室は午後５時まで）■開室時間　午前９時～午後５時（第２・第４水曜日のみ午後７時まで延長・閲覧室は午後５時まで）■開室時間　午前９時～午後５時（第２・第４水曜日のみ午後７時まで延長・閲覧室は午後５時まで）■開室時間　午前９時～午後５時（第２・第４水曜日のみ午後７時まで延長・閲覧室は午後５時まで）

図書室便り図書室便り図書室便り ■問合せ
中央公民館図書室☎０２９－８８５－８４４２

■インターネット蔵書検索
https://www.im.licsre-saas.jp/
miholib/webopac/index.do

新着図書案内は、中央公民館・役場・み
ほふれ愛プラザ・保健センター・こもれ
び森のイバライド（稲敷市）にて配布し
ています。

【５月】日時 ５月１６日（土）午後２時～
　　　　会場 中央公民館１階　ロビー
【６月】日時 ６月２０日（土）午前１１時～
　　　　会場 中央公民館２階　視聴覚室

子育て支援センターと共通のよみきかせ
スタンプカードがあります。
３回参加するとプレゼントがもらえます。
昨年度のスタンプカードも引き続きご利
用いただけます。

子育て支援センターと共通のよみきかせ
スタンプカードがあります。
３回参加するとプレゼントがもらえます。
昨年度のスタンプカードも引き続きご利
用いただけます。

お話し会

休室日：毎週月曜日・祝日・毎月最終火曜日
図書室カレンダー図書室カレンダー

５月２日（土）閉室後から８日（金）開室前ま
で、返却ポストもお休みいたします。ご返
却は休室明け以降にお願いいたします。

５月の連日休室のお知らせ５月の連日休室のお知らせ
■休室期間 ５月３日（日）～７日（木）

長期のお休みとなりご迷惑をおかけいたしますが、
ご理解ご協力をお願いいたします。
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本の帯でできたこいのぼり「おびのぼり」を図書室
にかざっています！
・気に入ったものはお持ち帰りできます。しおりと
して使うこともできます。

・「おびのぼり」に書いてある本を借りるまたは予約
をすると、プレゼントがあります。

■期間 ５月２４日（日）まで

※おびのぼりがなくなり次第終了。
※お持ち帰りは、一日あたり一人につき１つまで。

本の波
かき分け泳ぐ

　　　　おびのぼり
×

展示・イベント実施中！展示・イベント実施中！

図書室での貸出・保存期間が終わった雑誌を、利用
者の皆さまに無償でお譲りします。

リサイクル雑誌配布のお知らせリサイクル雑誌配布のお知らせ

■期間 ５月２６日（火）午前１０時から
　　　　６月７日（日）午後５時まで
■会場 中央公民館　図書室前廊下
・配布雑誌がなくなり次第終了いたします。
・多くの方にいきわたりますよう、１人１日３冊ま
　でとさせていただきます。
・お持ち帰りいただいた雑誌は返却できません。ご
　自宅でお楽しみください。
・待機中は間隔を空けての整列にご協力ください。
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ー
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０
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。

　

こ
れ
か
ら
も
、
今
い
る
場
所
で

自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
を
学
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な
が
ら
行
動
を
起
こ
し
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ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
と
い
う
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標
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成
し

て
い
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た
い
と
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【
参
照
資
料
】

・「
今
さ
ら
聞
け
な
い
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
超
基
本
」（
朝
日
新
聞
出
版
）

・
図
解
ポ
ケ
ッ
ト
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

が
よ
く
わ
か
る
本
」（
秀
和
シ
ス

テ
ム
）

問合せ　企画財政課
☎０２９－８８５－０３４０（内）２０９

美浦村男女共同参画
～共に輝くみほの会～

男女がともに
　 輝くために

　

■
問
合
せ　

企
画
財
政
課

私
た
ち
と
一
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に

　

活
動
し
ま
せ
ん
か
？

美
浦
村
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女
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同
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画

～

共

に
輝
く
み
ほ
の
会

～

で
は
、

活
動
を
共
に
で
き
る
会
員
を

男
女
問
わ
ず
募
集
し
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
声

か
け
く
だ
さ
い
。
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